
昨
年
千
葉
県
の
交
通
事
故
死
亡
者
数
が

全
国
ワ
ー
ス
ト
１
位
に
な
っ
た
こ
と
を
受
け
、

事
故
に
よ
る
犠
牲
者
を
減
ら
す
こ
と
が
、

千
葉
県
警
察
の
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

市
内
で
の
交
通
事
故
の

現
状
と
そ
の
特
徴

　
平
成
30
年
中
の
千
葉
県
内
で
の
交

通
事
故
件
数
は
１
万
７
、
３
７
４
件

で
、
１
８
６
人
が
亡
く
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
内
65
歳
以
上
の
高
齢
者
は

97
人
で
、
全
体
の
52
％
を
占
め
て
い

ま
す
。
市
内
で
は
１
７
１
件
の
人
身

事
故
が
発
生
し
て
い
て
、
４
人
が
亡

く
な
り
、
そ
の
内
３
人
が
高
齢
者
で

す
。
昨
年
中
も
市
内
で
は
、
５
人
の

高
齢
者
が
死
亡
す
る
事
故
が
発
生
し
、

高
齢
者
の
割
合
が
高
い
傾
向
に
あ
り

ま
す
。

　
市
内
で
起
き
た
交
通
事
故
の
発
生

状
況
に
つ
い
て
く
わ
し
く
見
て
み
る

と
、
事
故
の
約
６
割
が
旭
市
民
に
よ

る
も
の
で
、
自
宅
か
ら
近
い
場
所
で

起
き
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。
そ
の

多
く
は
通
勤
や
買
い
物
な
ど
、
普
段

走
り
慣
れ
て
い
る
道
路
で
の
事
故
が

多
い
状
況
で
す
。

　
市
内
で
は
交
差
点
で
の
事
故
が
多

く
、
全
体
の
約
53
％
を
占
め
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
県
全
体
で
の
割
合
よ
り

も
高
く
、
旭
市
に
お
け
る
事
故
の
特

徴
と
も
い
え
そ
う
で
す
。
事
故
を
起

こ
し
た
と
き
の
違
反
の
内
容
は
、
信

号
無
視
の
割
合
が
高
く
、
一
時
不
停

止
と
合
わ
せ
る
と
、
そ
の
割
合
は
県

全
体
の
２
倍
に
も
な
り
ま
す
。

　
旭
市
は
公
共
交
通
機
関
が
少
な
い

た
め
、
高
齢
者
の
免
許
保
有
率
が
高

く
、
自
動
車
の
保
有
率
も
高
い
状
況

に
あ
り
ま
す
。
車
と
歩
行
者
に
よ
る

事
故
に
比
べ
、
車
同
士
の
事
故
が
多

い
の
も
特
徴
で
す
。

　
一
方
で
市
内
の
免
許
の
返
納
者
数

は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
テ
レ
ビ

市
内
の
現
状
と
警
察
署
の
取
り
組
み

悲
惨
な
交
通
事
故
を
な
く
そ
う
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1．どのくらいの頻度で車を運転しますか 3．�運転していてヒヤリと
した経験はありますか人 割　合

ほぼ毎日 96 78.7%
週に数回 19 15.6%
月に数回 3 2.5%
ほとんどしない 0 0.0%
全くしない 4 3.3%
合計 122 100.0%

人 割　合
はい 95 77.9%
いいえ 23 18.9%
未回答 4 3.3%
合計 122 100.0%

2．運転に自信がありますか
人 割　合

非常にある 18 14.8%
まあまあある 85 69.7%
あまりない 18 14.8%
ない 0 0.0%
未回答 1 0.8%
合計 122 100.0%

4．ヒヤリとしたことはどのようなことですか
人 割　合

注意散漫 25 20.5%
信号や車、歩行者が見づらい 24 19.7%
追突しそうになった 20 16.4%
右左折時の歩行者や自転車との接触 14 11.5%
ウインカーの出し忘れ 7 5.7%
ハンドルの操作ミス 5 4.1%
ペダルの踏み間違え 4 3.3%
そのほか 17 13.9%
未回答 6 4.9%
合計 122 100.0%

平成30年道路形状別事故件数
千葉県

交差点
交差点付近
直線道路
カーブ
そのほか

■
■
■
■
■

旭市

7,693件
44.28% 90件

52.63%
32件
18.71%

32件
18.71%

4件
2.34%

13件
7.60%

2,933件
16.88%

5,331件
30.68%

447件
2.57%

970件
5.58%

旭市市民生活課
交通安全対策担当　増田彩

ら
う
こ
と
で
、
加
齢
に
よ
る
体
の
衰

え
に
気
付
い
て
も
ら
え
る
よ
う
活
動

し
て
い
ま
す
。
今
後
は
安
全
運
転
サ

ポ
ー
ト
カ
ー
の
試
乗
体
験
な
ど
、
交

通
安
全
の
意
識
を
高
め
て
も
ら
え
る

取
り
組
み
も
計
画
し
て
い
ま
す
。

や
新
聞
で
報
道
さ
れ
る
、
高
齢
ド
ラ

イ
バ
ー
に
よ
る
重
大
事
故
の
ニ
ュ
ー

ス
が
、
少
な
か
ら
ず
影
響
し
て
い
る

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

交
通
事
故
を
な
く
す

旭
警
察
署
の
取
り
組
み

　
旭
警
察
署
で
は
交
差
点
で
の
事
故

を
減
ら
す
た
め
、
交
差
点
で
の
取
り

締
ま
り
な
ど
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

ま
ち
中
で
取
り
締
ま
り
を
し
て
い
る

姿
を
見
て
も
ら
う
こ
と
で
、
危
険
運

転
を
抑
止
し
て
事
故
防
止
に
つ
な
が

る
よ
う
に
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
ま
た
高
齢
者
へ
の
積
極
的
な
啓
発

活
動
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
反

射
神
経
テ
ス
ト
な
ど
を
体
験
し
て
も

旭警察署
永山朋之交通課長

みんなでつくる
交通安全のまち

　旭警察署では、高齢者が安全に運転できるよ
うさまざまな取り組みを行っていますが、さら
に交通事故を減らすには、より安全に運転でき
る環境や、車がなくても生活ができる環境を整
えていく必要があると思います。そのためには、
警察や行政だけでなく、社会全体で対策を考え
ていかなければなりません。市民と警察と市が
手を取り合って、交通安全のまちをつくってい
く必要があります。

車を運転する高齢者122人に聞きました 皆
さ
ん
ヒ
ヤ
リ
と
し
た

経
験
が
あ
る
ん
で
す
ね

特集　高齢ドライバーの安全運転　あなたの笑顔が続くまちに

インタビュー

交通安全を呼び掛ける啓発活動

街頭で行われた反射神経テスト
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